


　今回の短期フィールドワークでは、分野横断的な視点から
放射線災害を学び、現地の人たちと接することで、視野が大き
く広がったと感じています。特に、飯舘村立草野・飯樋・臼石
小学校や友伸グランド仮設住宅訪問では、そこで生活する
方々から震災当時の経
験や現在の心配事な
どを伺い、机上では受
けることができない経
験ができました。
　このことから、人間
同士の交流ややり取り
が加わっている学びの場が一番心に響くと実感し、今後の研
究の場でも、人とのつながりを大切にしていきたいと思いまし
た。
（放射能社会復興コース1年　松本千香）

　学生3名が、ベラルーシ南部のホメリ州にあるthe 
Research Institute of Radiology（RIR）で行われたトレーニン
グコースに参加しました。このコースは“Late phase nuclear 
accident preparedness and management”と題して、フランス
放射線防護評価センター（Nuclear Protection Evaluation 
Center;CEPN）とRIRの運営により行われました。
　講義では主に欧州の原子力災害後の対応の原則や、汚染
された食物や水の管理および内部被ばくの予防の実践を学び
ました。また、チェルノブイリ原子力発電所事故後、放射線量
が高く住民が移住を余儀なくされた地区の見学を行いました。
そこでは、事故から29年が経過した現在でも、医療機関や教
育機関で住民の内部
被ばくを防ぐための検
査や教育が行われてい
る現状を知り、原子力
災害の影響が長期化
することを学びました。
　福島第一原子力発
電所事故と同様に、国際原子力評価事象尺度で最も深刻な
「レベル7」に相当するチェルノブイリ原子力発電所事故の事
例から、原子力災害後の対応についてより見識を深める機会
となりました。
（放射能社会復興コース3年　森山信彰）

　「共通コースワーク」とは、本プログラム所属学生が1年生
～2年生の間に履修する5科目の実習や演習を含む必修授業
科目群であり、本報告会は、学生が、この共通コースワークで
学習した分野横断的知識をもとに、与えられた課題に対して
口頭発表を行う学修機会であり、学生が5分の口頭発表及び
質疑応答を行い、プログラム担当者が学生の学習状況等を確
認しました。
　また、短期インターンシップ報告会では、広島市公文書館で
行った短期インターンシップにおける学修内容が報告されまし
た。
　両報告会では、学
生の分野横断的学習
や実践力学習の成果
を確認することが出来
ました。

　公益財団法人マツダ財団常務理事・事務局長の魚谷滋己
氏を招いて「グローバルビジネスに求められる力」と題して、当
プログラム所属学生16名、今年度入学予定者（研究生）2名、
リーディングプログラム「たおやかプログラム」から1名、その
他教職員11名の計30名が参加しました。
　海外事業所で長く勤務し、
異なる国籍・背景・文化をも
つ社員からなる組織の管理
者としてチームを率いてこら
れた講師の経験から、国際的
なビジネスの現場における
リーダーシップをテーマに講演していただきました。
　セミナーでは課題についてのディスカッションも行われ、学
生たちは上司や部下の立場に自分を置いて、新たに雇用する
部下やリーダーに必要な資質等についてそれぞれの意見を述
べ、活発な意見交換を行いました。参加者からは「産業界の

状況について考え
る機会が得られて
有意義だった」等
の感想が寄せら
れました。
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　1日午前は、福島県立医科大学放射線災害医療センターで
実施された緊急被ばく医療実習に参加し、緊急処置を学習す
るとともに、放射線被ばく患者
発生時を想定したサーベイ・除
染・治療の実習を行いました。
また、午後には、福島県立医科
大学-IAEA 共催の「放射線災
害医療とSTSに関するワークショップ」に参加しました。
　2日は、東京電力福島第一原子力発電所構内で、緊急医療
室、構内に設置された汚染水貯蔵タンク、4号建屋、多核種除
去設備などについてバス車内から見学し、福島第二原発では、
海水熱交換機建屋内の冷却系装置の津波被害状況、4号機

建屋内では、使用済み燃料プー
ルオペレーティングフロアや原
子炉格納容器内の見学を行い
ました。
　学生からは、「今なお多くの困

難の中で復興・復旧を行っている福島原子力発電所を見学す
る貴重な経験によって、復興には多角的なアプローチが不可
欠であり、分野横断的学習に一層励みたい」といったコメント
があり、参加者にとって非常に充実した機会となりました。

　プログラム学生、教職員及び招聘講師の合計43名が参加
して、寝食を共にしながら、学際的な広い視野でこれまでの学
修の成果及び今後の課題を確認する第5回リトリート(テーマ
「グローバルな情報社会に向けて」)を開催しました。
　小林正夫プログラムコーディネーターから開会挨拶があり、
その後学生の活動報告並びに研究内容の発表がありました。

　2日目には、文部
科学省科学技術・
学術政策局次長岸
本康夫氏から「第5
期科学技術基本計

画に向けた今後の科学技術イノベ－ション政策と人材育成」
と題して講演が行われ、学生はもとより教職員にとっても非常
に重要な学習機会となりました。その後、プログラム担当者の
Dion Clingwall特任准教授、吉本由紀特任助教の研究紹介
があり、第4回目の学生・教員意見交換会を開催し、闊達な
意見交換を行いました。
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